巻頭言 by unknown
巻 頭 言
梅雨も終わり，いよいよ夏本番を迎える。今回の「学苑」では6本の論文が集まった。
先生方は教育と研究を行ないながら執筆されたことと思う。大学もいよいよ長期休暇期
間に入り，平生，授業や公務で細切れになりがちであった研究活動に没頭できる時期と
なり，様々な計画を実行に移されようとしていることと思うが，また同時に研究活動以
外でも普段できなかった計画を実行に移そうとして居られる先生方も多いと思う。
私は8月に東京で生まれたためか，夏には強い。乳児の頃は風通しの良い部屋の小さ
なちゃぶ台上に，おしめだけで転がされていたそうである。当時はエアコンのような便
利なものはなく，成長した小学生の頃でも近くのデパートに冷房設備がなく，入り口の
正面に大きな四角い氷柱が置かれ，涼しさを演出していたのを思い出す。その頃に氷の
冷蔵庫が普及し始め，我が家にも食品の保存のため小さな冷蔵庫があった。夏の毎日，
氷屋がリヤカーに積んだ氷を売りに来て家の前で切り分け配達していたのを思い出す。
道に落ちている氷の切りくずに触るのが楽しかった。
ところで昨年の夏は四国の四万十市で観測された41度という国内最高温度の記録更
新，東北地方での記録的集中豪雨や関東他での竜巻被害など，気象被害が顕著であった。
今年はどうなのであろうか。以前から言われている地球温暖化がデータの上でも読み取
れる。現在の東京の平均気温は約100年前に比べ約1度の気温上昇である。「なんだ，
たった1度の上昇か」と安心される方も居られるかもしれないが，これは東京が，100
年前の南九州の気温になっているのである。何年か後には日本も亜熱帯地域に入ると言
われている。地球温暖化の原因については様々な説があるが，私は余分なエネルギーを
使わず，自然破壊をせずにとにかく自然をうまく利用するのが最良の方策と思う。我々
人類はややもすると自然に対抗するかのように色々と策を講じ，自然を支配しているか
のような錯覚を抱く。しかし大きな自然災害が起きた後は自然のとてつもない力を思い
知らされる。普段自然の中で生かされていることを忘れがちな我々都会人にとって，夏
の長期休暇はその自然の中で生かされている自分を感ずる絶好の機会ではないか。これ
も平生できないことなのではないだろうか。
旅は人によって異なり，自然や，地域の文化，歴史に触れる旅など国内外を問わず様々
である。私は，とにかく旅に出かけることが大好きである。未知の領域に身を置こうと
するのは，遭難などを考えるとある意味では非常に危険な場合があるが，この意識の底
には，都会で育った自然を知らない者が抱く自然への畏敬の念や憧れの感情が根ざして
いるのだろう。
近年は科学優先の時代の反省から，「自然と人間の共生」が声高に叫ばれるようにな
った。温暖化に伴う氷山の消滅，海面の上昇，熱帯雨林の消滅などの環境問題は今後の
人類の存亡を左右するかもしれない。精神的，肉体的ストレスのほかに，紫外線や環境
汚染物質による環境的なストレスも増えている。日本は四季がありまだまだ自然豊かな
国である。夏という限られた時期ではあるが，是非，この機会を利用して自然と接し，
色々な面でのリフレッシュを図ってほしいと願っている。（たかし）
